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【
渋
谷
・
書
記
・
工
藤
真
由
記
】

4
月
21
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
渋
谷
支
部
定
期
大
会
を
開

催
。
長
い
時
間
を
か
け
て
役
員
皆

で
練
っ
た
大
会
議
案
を
、
1
0
0

人
の
仲
間
で
承
認
し
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
組
織

再
編
3
年
目
、
一
人
一
人
が
主
体

性
を
持
っ
て
活
動
し
、
分
会
・
群

の
組
織
強
化
と
安
定
し
た
3
0
0

0
人
支
部
を
目
指
し
、
要
求
で
団

結
し
、
産
業
民
主
化
に
つ
な
げ
よ

う
」
。
建
設
業
の
働
く
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
た
め
、
働
き
方
・
丁
場

別
に
分
け
た
群
の
産
業
要
求
運
動

で
多
く
の
仲
間
と
繋
が
り
を
深
め

る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
所
の
多
い
特
徴
を

生
か
し
た
働
き
方
改
革
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
情
報
収
集
＆
情
報
発
信
、
労

働
協
約
の
締
結
や
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
カ
フ
ェ
の
開
催
を
さ
ら
に

進
め
る
と
同
時
に
、
今
年
は
全
丁

場
・
全
世
代
・
と
に
か
く
全
員
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
組
合
全

体
の
団
結
を
は
か
り
ま
す
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
伊
藤
勝
伸
。
副
委
員
長
・
小
倉

常
良
、
佐
藤
知
子
、
白
須
美
登
里
、

小
島
真
一
。
書
記
長
・
加
藤
和
春
。

書
記
次
長
・
田
中
徹
。

【
新
宿
・
書
記
・
角
谷
美
樹
記
】

「
建
設
産
業
と
社
会
に
広
く
連
帯

を
つ
く
り
、
仕
事
と
く
ら
し
、
平

和
憲
法
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
！

新
宿
の
地
域
産
業
に
優
良
な
公
契

約
条
例
を
実
現
し
�
全
世
代
型
�

運
動
で
、
建
設
産
業
と
東
京
土
建

新
宿
支
部
・
全
分
会
の
未
来
を
ひ

ら
こ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
4
月
14
日
、
全
建
総
連
会
館

に
組
合
員
58
人
・
来
賓
6
人
が
参

加
し
、
新
宿
支
部
の
第
64
回
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
の
欠
員
・
兼
任
と
世
代
継

承
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
各
運
動
の

重
点
化
、
取
り
組
み
計
画
と
会
議

開
催
な
ど
を
工
夫
し
、
�
全
世
代

型
�
運
動
で
向
か
い
ま
す
。
現
役

員
の
負
担
軽
減
と
、
仕
事
優
先
を

尊
重
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
役
員

づ
く
り
へ
の
可
能
性
を
模
索
し
ま

す
。憲
法
・
消
費
税
な
ど
国
民
的
課

題
は
地
域
共
闘
・
区
民
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
4
役
は
次
の
通
り
で
す
。
委

員
長
・
伊
藤
賢
司
。
副
委
員
長
・

関
口
弘
、
佐
藤
芳
則
、
粂
明
。
書

記
長
・
半
澤
信
司
。
書
記
次
長
・

角
谷
美
樹
、
河
田
裕
。

【
世
田
谷
・
書
記
・
近
藤
日
登
美

通
信
員
】
4
月
14
日
、
渋
谷
フ
ォ

ー
ラ
ム
エ
イ
ト
で
第
61
回
支
部
定

期
大
会
を
開
催
し
、
代
議
員
・
特

別
代
議
員
1
6
8
人
を
含
め
、
合

計
1
9
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
地
域
に
根
差

し
た
活
動
で
、
産
業
民
主
化
・
社

会
保
障
拡
充
・
平
和
運
動
の
前
進

を
図
り
、
後
継
者
の
発
掘
・
育
成
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
で
組
織
実
増

を
成
し
遂
げ
よ
う
と
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
質
疑
討
論
で
は
会
計

報
告
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
出

さ
れ
た
ほ
か
、
群
役
員
学
習
会
の

開
催
方
法
に
つ
い
て
も
意
見
が
上

が
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
5
つ
の
合
同
分
科
会

で
議
案
を
討
議
し
、
部
の
垣
根
を

超
え
て
出
さ
れ
た
活
発
な
質
疑
討

論
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
報
告
し

た
後
、
総
括
・
方
針
・
決
算
・
予

算
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
佐
久
間
法
博
。
副
委
員
長
・
秋

元
正
眞
、
服
部
達
朗
、
植
松
和
文
、

岩
佐
俊
光
。
書
記
長
・
佐
藤
正
。

書
記
次
長
・
勝
呂
高
也
、
山
﨑
修
、

兒
玉
奈
輔
。

表彰を受けた目黒支部の町田
さん（左）と市川さん

【
目
黒
・
書
記
・
堀
田
祐
子
通

信
員
】
4
月
7
日
、
ス
ク
エ
ア
荏

原
で
目
黒
支
部
第
62
回
大
会
を
開

催
し
、
来
賓

14
人
、
代
議

員
な
ど
1
3

6
人
が
参

加
。今

年
度
の
主
な
課
題
は
、
9
条

改
憲
と
消
費
増
税
を
始
め
暮
ら
し

や
雇
用
を
破
壊
す
る
安
倍
暴
走
政

治
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
質
疑
討
論
で
は
、
「
組
合
員

の
助
け
合
い
ど
け
ん
共
済
で
3
日

以
内
の
入
院
が
増
え
て
い
る
中
、

待
機
期
間
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」

「
年
金
切
り
下
げ
で
厳
し
い
後
期

高
齢
者
の
組
合
費
を
減
額
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
要
望
の
ほ
か
、
活

発
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
退

任
さ
れ
る
韮
澤
良
行

・
本
宮
顕
自
両
副
委

員
長
と
中
田
啓
一
常

任
か
ら
、
挨
拶
が
あ

り
、
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。新

役
員
を
代
表
し
て
佐
藤
忍
委

員
長
よ
り
、
目
黒
支
部
が
団
結
し

て
組
織
確
立
し
後
継
者
の
育
つ
建

設
産
業
を
目
指
そ
う
と
挨
拶
。
室

井
正
則
新
副
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
佐
藤
忍
。
副
委
員
長
・
岩
城
道

昭
、
君
塚
広
一
、
佐
藤
豊
、
佐
藤

義
光
、
室
井
正
則
。
書
記
長
・
千

葉
一
郎
。
書
記
次
長
・
日
下
解
人

・
山
本
雅
人
。

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
4
月
7
日
、
杉
並
支
部
は

1
8
4
人
の
参
加
で
、
支
部
会
館

を
会
場
に
第
70
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

2
月
の
分
会
再
編
、
3
月
の
新

分
会
結
成
総
会
を
経

て
、
初
の
8
分
会
体

制
で
の
大
会
で
し

た
。
当
日
は
荻
窪
消

防
署
長
を
は
じ
め
、

東
京
土
建
本
部
や
東

京
都
連
傘
下
の
建
設

労
組
、
都
議
会
2
会

派
な
ど
か
ら
来
賓
挨

拶
を
う
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
事
業
所
対
策
、
シ
ニ
ア

の
会
、
旧
支
部
事
務
所
の
活
用
な

ど
へ
の
質
問
が
あ
り
、
事
業
主
・

従
業
員
向
け
に
一
層
周
知
し
、
旧

事
務
所
は
コ
ス
ト
面
か
ら
も
当
面

現
状
の
倉
庫
と
す
る
こ
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
引
き

続
き
運
動
し
、
来
年
の
支
部
70
周

年
記
念
旗
び
ら
き
を
3
4
0
0
人

で
迎
え
る
こ
と
を
誓
う
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
大
戸
龍
雄
。
副
委
員
長
・
松
原

秀
夫
、
浅
田
正
昭
、
水
尾
安
男
、

鎗
田
登
美
雄
、
吉
田
康
典
。
書
記

長
・
縫
村
信
秋
。
書
記
次
長
・
双

木
淳
志
、
腰
塚
智
彦
。

【
中
野
・

建
築
事
務
・

前
田
玲
子

記
】
4
月
7

〜
8
日
、
千

葉
県
鴨
川
市

の
鴨
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
中
野
支

部
第
65
回
定

期
大
会
を
開

催
。
1
4
0

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

5
年
ぶ
り

の
1
泊
大
会
。
基
調
報
告
で
は
、

今
年
度
は
賃
金
単
価
の
引
き
上

げ
、
労
働
環
境
の
改
善
を
目
指
す

と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
組
織

を
拡
大
強
化
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
を
進
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

分
科
会
は
6
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
、
各
専
門
部
議
案
に
つ
い
て

活
発
に
討
議
し
、
承
認
。
2
日
目

の
午
前
中
は
、
少
人
数
で
の
分
散

会
。
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
、
率

直
な
意
見
、
素
朴
な
疑
問
な
ど
が

出
さ
れ
、
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

全
体
会
に
戻
り
、
分
科
会
報
告

の
あ
と
、
基
調
報
告
・
決
算
・
予

算
案
に
関
し
て
討
議
さ
れ
、
一
括

採
択
。
大
会
特
別
決
議
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し

ま
し
た
。
阿
部
秀
晴
委
員
長
を
は

じ
め
新
年
度
の
役
員
を
選
出
し
、

最
後
は
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会

し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
阿
部
秀
晴
。
副
委
員
長
・
深

石
武
史
、
中
尾
尚
子
、
山
口
君
彦
、

藤
野
雅
人
、
石
田
憲
一
。
書
記
長

・
佐
藤
利
信
。
書
記
次
長
・
前
川

進
、
高
橋
恵
喜
、
菊
池
亮
、
恩
田

一
馬
。

西部ブロック西部ブロック

組
織
再
編
３
年
目
で

渋谷

目黒、渋谷、世田谷、新宿、中野、杉並

安
定
３
千
人
支
部
に

団
結
し
て
組
織
を
確
立
し

目黒

後
継
者
育
つ
産
業
に

８
分
会
体
制
で
誓
う

杉並

あいさつする伊藤委員長

旗
開
き
は
３
４
０
０
人
で

�
全
世
代
型
�で

新宿

新
役
員
づ
く
り
を
模
索

渋谷支部の新役員の皆さん

質問する杉並の仲間

地
域
根
差
し
た
活
動
で

世田谷

運
動
進
め
実
増
を

５年ぶり一泊大会
組織強化で賃上げを

中
野


